
重
複
形
容
詞
の
構
成

蜂
　
　
矢

真
　
　
郷

本
稿
は
、
畳
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
前
稿
ｏ
「
語
の
文
法
的
構
成
　
　
畳
語

　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
　
　
」
、
Ｏ
「
彩
状
言
の
重
複
の
一
形
態
」
、
嘗
二
都
重
複
と
縮
重

＠
複
」
を
承
げ
、
重
複
し
て
彩
容
詞
化
接
尾
辞
シ
を
伴
い
形
容
詞
を
構
成
し
た
も

の
（
以
下
、
こ
れ
を
重
複
形
容
詞
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て

重
複
素
が
単
独
で
同
じ
く
シ
を
伴
い
彩
容
詞
を
構
成
し
た
も
の
を
仮
に
・
単
独
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

容
詞
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
に
っ
い
て
述
べ
、
ま
た
、
そ
の
中
で
特
異
た
位
置

を
占
め
る
と
見
ら
れ
る
セ
ハ
セ
ハ
シ
に
っ
い
て
も
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。　

前
稿
Ｈ
で
述
べ
た
よ
う
に
１
、
ク
活
用
彩
容
詞
の
語
幹
（
例
、
ナ
ガ
）
を
重
複

し
て
シ
を
伴
い
ツ
ク
活
用
形
容
詞
（
例
、
ナ
ガ
ナ
ガ
ッ
）
を
構
成
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
ク
活
用
彩
容
詞
の
語
幹
を
重
複
し
て
シ
ク
活
用
の
重
複
形
容
詞
を
構

成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
を
重
複
す
る
こ
と
が
な
い

　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
の
構
成

の
は
そ
れ
な
り
に
当
然
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
こ
こ
に
シ
ク
活
用
彩

容
詞
の
語
幹
と
し
た
の
は
シ
を
含
む
も
の
で
あ
り
と
り
も
直
さ
ず
終
止
形
で
あ

っ
て
、
そ
の
重
複
は
終
止
形
の
重
複
と
な
り
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
の
重
複
に

引
き
比
べ
ら
れ
る
も
の
と
は
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

と
り
あ
え
ず
大
づ
か
み
に
と
ら
え
る
な
ら
ぱ
、
単
独
形
容
詞
と
重
複
形
容
詞
と

の
関
係
を
考
え
る
時
、
重
複
形
容
詞
は
シ
ク
活
用
で
あ
り
そ
れ
に
対
す
る
単
独

捗
容
詞
は
ク
活
用
の
も
の
を
基
本
と
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
無
論
、
シ
ク
活
用
彩
容
詞
の
終
止
雅
（
す
た
わ
ち
語
幹
）
か
ら
ツ
を
除
い
た

も
の
と
ク
活
用
彩
容
詞
の
終
止
形
か
ら
シ
を
除
い
た
も
の
（
す
た
わ
ち
語
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
間
は
基
本
的
に
ー
差
の
な
い
も
の
と
さ
れ
、
後
者
の
重
複
（
例
、
タ
ヵ
タ
カ

ニ
）
と
同
様
に
前
者
の
重
複
（
例
、
ア
ラ
タ
ア
ラ
タ
ニ
）
の
例
も
あ
り
、
ま
た
、

重
複
雅
容
詞
の
重
複
素
は
ク
活
用
彩
容
詞
の
語
幹
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
次
い

の
で
、
従
っ
て
、
右
の
前
者
を
重
複
素
と
す
る
重
複
彩
容
詞
が
あ
り
え
て
よ
く
、

磐
言
す
れ
ぱ
、
シ
ク
活
用
の
重
複
形
容
詞
に
対
す
る
単
独
彩
容
詞
が
シ
ク
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
重
複
移
容
詞
の
構
成

の
も
の
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
そ
の
よ
う
な
シ
ク
活
用
の
単

独
移
容
詞
を
と
る
重
複
形
容
詞
が
い
く
ら
か
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
例
は
多

く
た
く
、
ま
た
、
後
に
述
ぺ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
除

か
れ
、
残
る
も
の
も
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り

犬
筋
と
し
て
は
先
の
よ
う
に
と
ら
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
上
代
・
中
古
を
中
心
と
す
る
重
複
彩
容
詞
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
挙
げ

る
基
準
と
し
て
は
、

　
の
　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
が
見
出
し
語
と
す
る
も
の
。

　
向
　
源
氏
物
語
に
用
例
の
あ
る
も
の
。

　
の
　
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
に
例
の
あ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
す
べ
て
採
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
、
以
下
に
お
い
て
、
重
複
索
の
音
節
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
重
複
素
を

Ｘ
、
後
項
重
複
素
を
北
、
重
複
し
た
も
の
を
Ｘ
北
、
単
独
形
容
詞
を
Ｙ
シ
、
重

複
移
容
詞
を
Ｘ
北
シ
と
表
わ
す
こ
と
に
Ｌ
た
い
が
、
右
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た

重
複
彩
容
詞
を
分
類
す
る
と
、
ｘ
北
シ
に
対
し
て
、
同
じ
く
↑
Ｄ
岬
い
の
範
囲
に

お
い
て
、

　
倒
　
Ｘ
シ
・
Ｘ
北
の
例
の
と
も
に
見
ら
れ
る
も
の
。

　
似
　
Ｙ
シ
の
例
が
見
ら
れ
、
ｘ
北
の
例
の
見
ら
れ
た
い
も
の
。

　
０
　
Ｘ
シ
の
例
が
見
ら
れ
ず
、
Ｘ
北
の
例
の
見
ら
れ
る
も
の
。

　
ゆ
　
Ｘ
シ
・
Ｘ
北
の
例
の
と
も
に
見
ら
れ
た
い
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

の
よ
う
に
分
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
ゆ
い
の
範
囲
に
は
Ｘ
シ
や
Ｘ
北
の
例
が

見
ら
れ
な
い
が
、
上
代
・
中
古
の
中
で
範
囲
を
広
げ
れ
ぱ
例
の
見
ら
れ
る
も
の

や
、
砂
容
詞
の
語
幹
の
用
法
か
と
思
わ
れ
る
も
の
次
ら
ぱ
例
の
見
ら
れ
る
も
の

は
、
右
の
倒
～
ゆ
に
準
じ
て
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。
イ
・
口
・
ハ
の
注
記
は
右

の
の
ｏ
バ
の
い
ず
れ
の
範
囲
か
ら
採
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
イ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

倒
　
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
　
ア
ラ
ア
ラ
シ
　
ナ
ホ
ナ
ホ
シ

　
イ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
日
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
（
ス
ガ
ス
ガ
シ
）
　
（
ヲ
サ
ヲ
サ
シ
）
　
（
モ
ノ
モ
ノ
シ
）

　
ハ
　
　
　
　
¢

　
〔
カ
マ
カ
マ
シ
〕

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ハ

似
　
ワ
カ
ワ
カ
シ
　
ア
ハ
ア
ハ
シ
　
コ
ハ
ゴ
ハ
シ
　
セ
バ
セ
バ
シ
　
カ
ル
ガ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ

　
ル
シ
　
ウ
ト
ウ
ト
シ
　
ト
ホ
ト
ホ
ツ
　
オ
モ
オ
モ
シ
　
カ
ロ
ガ
ロ
シ

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
（
ア
ダ
ア
ダ
シ
）
　
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
　
（
セ
ハ
セ
ハ
シ
）

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ケ
ケ
シ
　
（
オ
ホ
ヤ
ケ
オ
ホ
ヤ
ケ
シ
）

　
イ
　
　
　
＠

　
〔
オ
ホ
ホ
シ
〕

　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

○
シ
ナ
ジ
ナ
シ
キ
ハ
ギ
ハ
シ
　
ソ
バ
ソ
バ
シ
　
ク
マ
ク
マ
シ
　
ム
ラ
ム

　
　
　
イ
日
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ハ

　
ラ
シ
　
キ
ラ
キ
ラ
シ
　
（
シ
ラ
ジ
ラ
シ
）
　
ス
ク
ス
ク
シ
　
（
コ
ト
ゴ
ト
シ
）

　
（
イ
）
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
ホ
ト
ホ
ト
シ
　
イ
ト
ド
シ
　
ヒ
ト
ピ
ト
シ
　
ホ
ノ
ボ
ノ
シ
　
オ
ボ
オ
ポ
シ

　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
（
ワ
キ
ワ
キ
シ
）
　
ミ
チ
ミ
チ
シ
　
サ
ヰ
サ
ヰ
シ
　
（
ホ
レ
ポ
レ
シ
）
　
（
ユ

　
　
　
　
　

　
ヱ
ユ
ヱ
シ
）

　
　
。
　
　
　
　
日
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
。
　
　
　
　
イ
日
一
“

ゆ
　
ハ
カ
バ
カ
シ
　
マ
ガ
マ
ガ
シ
　
ソ
ガ
ソ
ガ
シ
　
ヒ
ガ
ヒ
ガ
シ
　
ク
タ
ク

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
日

　
ダ
シ
　
イ
マ
イ
マ
シ
　
ウ
ヤ
ウ
ヤ
シ
　
ヰ
ヤ
ヰ
ヤ
シ
　
ワ
ワ
シ
　
カ
ウ
ガ



　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
ウ
シ
　
サ
ウ
ザ
ウ
シ
　
ヤ
ウ
ヤ
ウ
シ
　
サ
ク
サ
ク
シ
　
ム
ク
ム
ク
シ
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
ヅ
タ
ヅ
シ
　
ヤ
ソ
ヤ
ツ
シ
　
イ
ソ
ツ
シ
　
ュ
ユ
シ
　
コ
コ
シ
　
コ
ゴ
シ

　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
日

　
　
オ
コ
コ
シ
　
カ
ド
カ
ド
シ
　
タ
ド
タ
ド
シ
　
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
シ
　
ヲ
ヲ
シ

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
タ
イ
ダ
イ
シ
　
タ
ギ
タ
ギ
シ
　
ス
キ
ズ
キ
シ
　
ツ
キ
ヅ
キ
シ
　
ョ
シ
ョ
シ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
シ
　
カ
ヒ
ガ
ヒ
シ
　
ウ
ヒ
ウ
ヒ
シ
　
ュ
ヒ
ュ
ヒ
シ
　
カ
ケ
カ
ケ
シ
　
ナ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
ケ
ナ
サ
ケ
シ
　
ホ
ケ
ホ
ケ
シ
　
ク
セ
グ
セ
シ
　
ク
ネ
ク
ネ
シ
　
ム
ネ
ム
ネ

　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
シ
　
ヒ
ネ
ヒ
ネ
シ
　
ム
ベ
ム
ベ
シ
　
メ
メ
シ
　
マ
メ
マ
メ
シ
　
ハ
ェ
バ
ェ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
シ
　
ナ
レ
ナ
レ
シ
　
ハ
レ
バ
レ
シ
　
オ
レ
オ
レ
シ
　
シ
レ
ジ
レ
シ

　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
コ
チ
ゴ
チ
シ
　
ビ
ビ
シ
　
ラ
ウ
ラ
ウ
ジ
　
ゲ
ス
ゲ
ス
シ
　
ザ
ェ
ザ
ェ
シ

　
括
弧
内
の
も
の
を
含
め
て
、
ゆ
が
５
３
例
と
圧
倒
的
に
多
く
、
０
が
１
９
例
、
Ｃ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
１
５
例
と
い
ず
れ
も
必
ず
し
も
多
く
は
た
く
、
倒
は
７
例
と
さ
ら
に
少
な
い
。

ま
た
、
ｏ
の
範
囲
か
ら
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
非
常
に
多
い
。

　
さ
ら
に
、
重
複
素
（
Ｘ
）
の
末
音
節
に
注
目
し
て
み
る
と
、
前
稿
Ｈ
に
も
述

べ
た
よ
う
に
ア
列
・
ウ
列
・
オ
列
の
も
の
も
イ
列
・
工
列
の
も
の
も
存
す
る
が
、

右
の
倒
～
ゆ
の
分
類
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
ｃ
オ
の
ケ
ケ
シ
・
（
オ
ホ
ヤ
ケ
オ
ホ

ヤ
ケ
シ
）
、
ｏ
の
（
ワ
キ
ワ
キ
シ
）
・
ミ
チ
ミ
チ
シ
・
サ
ヰ
サ
ヰ
シ
・
（
ホ
レ
ポ

レ
シ
）
・
（
ユ
ヱ
ユ
ヱ
シ
）
を
除
い
て
、
旬
～
ｏ
に
お
い
て
は
重
複
素
の
末
音
節

は
ア
列
・
ウ
列
・
オ
列
の
も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
。

　
例
外
と
た
る
も
の
の
う
ち
、
サ
ヰ
サ
ヰ
シ
に
つ
い
て
は
、
サ
ヰ
サ
ヰ
（
Ｘ
力
）

は
擬
音
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
（
萬
五
〇
三
）
、
例
外
と
な
る
の
に
は

　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
の
構
成

理
由
が
あ
る
と
言
え
よ
う
（
前
稿
Ｈ
）
。
ま
た
、
ミ
チ
ミ
チ
シ
・
オ
ホ
ヤ
ケ
オ

ホ
ヤ
ケ
シ
・
ユ
ヱ
ユ
ヱ
シ
の
重
複
素
（
ｘ
）
は
名
詞
で
あ
り
、
ワ
キ
ワ
キ
シ
・

ホ
レ
ボ
レ
シ
の
重
複
素
（
Ｘ
）
は
動
詞
（
連
用
形
）
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
重
複

素
が
名
詞
お
よ
び
動
詞
（
連
用
形
）
の
も
の
が
例
外
と
な
る
こ
と
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
重
複
形
容
詞
は
、
重
複
す
る
こ
と
で
名
詞
・
動
詞

と
し
て
あ
る
重
複
素
の
各
々
を
個
別
的
に
で
は
な
く
共
通
の
属
性
を
抽
出
し
て

包
括
的
に
と
ら
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
前
稿
い
参
照
）
。
そ
し
て
、
独
立
し

て
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
名
詞
・
動
詞
（
連
用
彩
）
を
重
複
素
と
す
る
重
複
形

容
詞
は
、
重
複
素
の
末
音
節
が
名
詞
お
よ
び
動
詞
（
連
用
彩
）
と
し
て
の
特
徴

を
示
し
イ
列
・
工
列
の
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
お
、
ケ
ケ
シ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
ヶ
ヶ
シ
を
合
め
て
、
例
外
と
な
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
べ
て
上
代
に
例
の
見
ら
れ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
右
に
－
見
た
例
外
の
も
の
の
他
は
、
重
複
素
の
末
音
節
が
イ
列
・
エ
列
の
も
の

は
す
べ
て
ゆ
に
属
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
漢
語
は
別
と
し
て
、
重
複
素
が
名
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
も
の
や
動
詞
（
連
用
彩
）
の
も
の
が
多
い
。
名
詞
や
動
詞
（
連
用
形
）
を
重

複
素
と
す
る
重
複
彬
容
詞
に
っ
い
て
は
右
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
改
め
て
＠
～

ゆ
を
通
し
て
と
ら
え
れ
ぱ
、
末
音
節
が
イ
列
・
エ
列
の
重
複
素
は
多
く
は
名
詞

・
動
詞
（
連
用
形
）
の
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
重
複
素
と
す
る
重
複
形
容
詞
は
ほ

ぼ
ゆ
に
属
す
る
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
倒
ｃ
オ
に
お
い
て
重
複
素
の
末
音
節
が
イ
列
の
も
の
の
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

と
が
、
・
改
め
て
注
意
さ
れ
る
。
＠
Ｇ
オ
は
単
独
移
容
詞
（
Ｙ
シ
）
の
例
の
あ
る
も

の
で
あ
る
が
、
単
独
彩
容
詞
は
基
本
的
に
ク
活
用
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ク
活
用

彩
容
詞
の
語
幹
の
末
音
節
は
基
本
的
に
イ
列
音
を
と
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
く
倒
Ｇ
オ
に
お
い
て
重
複
素
の
末
音
節
が
二
列
の
も
の
は
先
に
も

見
た
よ
う
に
ヶ
ヶ
シ
・
オ
ホ
ヤ
ヶ
オ
ホ
ヤ
ヶ
シ
の
二
例
で
あ
っ
た
が
、
後
述
す

る
ヶ
ヶ
シ
を
含
め
て
こ
れ
に
対
す
る
単
独
彩
容
詞
ヶ
シ
・
オ
ホ
ヤ
ヶ
シ
は
い
ず

れ
も
シ
ク
活
用
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
語
幹
の
末
音
節
が

エ
列
音
を
と
る
ク
活
用
彩
容
詞
は
語
幹
が
一
音
節
の
も
の
（
例
、
ユ
シ
）
や
ケ

シ
型
の
も
の
（
例
、
ハ
ル
ケ
シ
）
な
ど
か
な
り
の
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
重
複
移
容
詞
（
Ｙ
カ
シ
）
は
先
の
↑
Ｄ
岬
い
の
範
囲
に
お
い
て
存
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
時
代
を
下
る
と
タ
ケ
ダ
ケ
シ
・
シ
ゲ
シ
ゲ
シ
・
ス

ネ
ス
ネ
シ
の
例
が
あ
っ
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
重
複
移
容
詞
が
全
く
存
し
な
い
訳

で
は
狂
い
が
、
範
囲
を
広
げ
て
も
、
語
幹
が
一
音
節
の
も
の
お
よ
び
ケ
シ
型
の

も
の
に
対
し
て
は
、
重
複
形
容
詞
（
Ｘ
尤
シ
）
も
、
さ
ら
に
語
幹
を
重
複
し
た

も
の
（
Ｘ
北
）
も
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
た
い
。
語
幹
の
末
音
節
が
工
列
音
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
る
ク
活
用
形
容
詞
に
っ
い
て
は
い
く
っ
か
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
あ
る
い
は
さ
ら
に
一
つ
の
特
徴
を
加
え
う
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
た
い
。

　
さ
て
、
倒
に
お
い
て
重
複
捗
容
詞
（
ｘ
兄
シ
。
例
、
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
）
は
重
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

素
（
ｘ
。
例
、
ナ
ガ
）
を
重
複
し
て
接
尾
辞
シ
を
伴
い
シ
ク
活
用
形
容
詞
を
構

成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
的
順
序
と
し
て
は
Ｘ
↓
Ｘ
力
↓
Ｙ
五
シ
（
例
、

ナ
ガ
↓
ナ
ガ
ナ
ガ
↓
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
）
と
い
う
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
重

複
素
（
Ｘ
。
例
、
ナ
ガ
）
は
単
独
で
シ
を
伴
い
単
独
形
容
詞
（
Ｘ
シ
。
例
、
ナ

ガ
シ
）
を
構
成
す
る
。
Ｘ
↓
Ｙ
シ
（
例
、
ナ
ガ
↓
ナ
ガ
シ
）
と
い
う
経
酪
が
考

え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｇ
オ
に
お
い
て
は
、
右
の
Ｘ
↓
Ｙ
シ
の
経
路
は
同
様
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
Ｘ
↓
Ｙ
五
↓
Ｘ
尤
シ
の
経
路
の
う
お
Ｘ
北
の
例
を
欠
く
訳
で
、
Ｘ
↓

Ｘ
五
↓
Ｘ
北
シ
で
は
た
く
別
に
Ｘ
↓
Ｘ
北
シ
の
経
路
を
と
っ
て
い
る
か
に
見
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
似
に
お
い
て
も
重
複
素
を
重
複
し
て
シ
を
伴
い
重
複
彩

容
詞
を
構
成
す
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
倒
と
変
り
た
く
、
す
な
わ
ち
、
Ｙ

北
が
語
例
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
北
シ
の
存
在

に
お
い
て
理
論
的
順
序
は
た
お
依
然
と
し
て
Ｙ
↓
Ｘ
北
↓
Ｘ
北
ツ
と
考
え
ら
れ

た
く
て
は
た
ら
た
い
。
そ
し
て
、
言
わ
ぱ
現
象
上
の
Ｙ
↓
Ｘ
北
シ
を
Ｘ
…
＝
Ｖ
Ｘ

尤
シ
と
示
す
こ
と
に
す
れ
ぱ
、
こ
れ
は
Ｙ
北
の
顕
在
す
る
倒
に
も
該
当
す
る
こ

と
に
た
る
。

　
ま
た
、
０
に
お
い
て
は
右
の
＠
に
お
け
る
Ｘ
↓
Ｘ
シ
の
経
路
を
欠
き
、
ゆ
に

お
い
て
は
右
の
Ｃ
オ
に
お
げ
る
Ｘ
↓
Ｘ
シ
の
経
路
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
あ
る
い
は
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
ク
活
用
の
単
独
彩
容
詞
（
Ｘ
シ
。
例
、

ナ
ガ
シ
）
の
語
幹
（
Ｘ
。
例
、
ナ
ガ
）
を
重
複
し
て
シ
を
伴
い
シ
ク
活
用
の
重



複
彩
容
詞
（
Ｘ
北
シ
。
例
、
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
）
を
構
成
す
る
場
合
に
、
現
象
上
Ｘ

シ
↓
Ｘ
北
シ
（
例
、
ナ
ガ
シ
↓
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
）
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
通
常
行

た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
象
上
の
Ｘ
シ
↓
Ｘ
北
シ
を
Ｘ
シ
↓
Ｙ
北
ツ
と
示
す
こ

と
に
す
る
と
、
倒
似
は
、
Ｇ
オ
に
お
い
て
は
ｘ
北
が
顕
在
化
し
て
い
た
い
が
そ
れ

を
含
め
て
、

　
　
Ｘ
／
↓
Ｘ
五
　
　
例
、
ナ
ガ
ー
↓
ナ
ガ
ナ
ガ

　
　
↑
。
、
¢
↑
　
　
　
　
　
↑
！
４
　
　
↑

　
　
Ｘ
シ
ー
〉
Ｘ
五
シ
　
　
　
ナ
ガ
シ
ー
ｖ
ナ
ガ
ナ
ガ
ツ

の
よ
う
に
図
示
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
、
右
の
よ
う
に
図
示
す
る
際
に
、
Ｘ
シ
は
ク
活
用
、
Ｘ
北
シ

は
シ
ク
活
用
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ

う
に
そ
の
基
本
と
異
な
っ
て
Ｘ
シ
が
シ
ク
活
用
で
あ
る
例
外
の
も
の
が
い
く
ら

か
あ
る
。

　
＠
似
に
お
い
て
、
Ｘ
シ
が
シ
ク
活
用
の
も
の
（
た
い
し
シ
ク
活
用
と
見
る
可

能
性
の
あ
る
も
の
）
は
、
＠
で
は
（
ス
ガ
ス
ガ
シ
）
・
（
ヲ
サ
ヲ
サ
シ
）
・
（
モ
ノ

モ
ノ
シ
）
・
〔
カ
マ
カ
マ
シ
〕
、
似
で
は
（
ア
ダ
ア
ダ
シ
）
・
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
・

（
セ
ハ
セ
ハ
シ
）
・
ケ
ケ
シ
・
（
オ
ホ
ヤ
ケ
オ
ホ
ヤ
ケ
シ
）
・
〔
オ
ホ
ホ
シ
〕
で
あ

＠

る
。　

こ
の
う
ち
、
ま
ず
、
ヵ
マ
ヵ
マ
シ
に
っ
い
て
は
、
カ
マ
シ
は
本
来
は
ク
活
用

と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
除
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
注
¢
参
照
）
。

　
次
に
、
オ
ホ
ホ
シ
は
、
シ
ク
活
用
彩
容
詞
の
語
幹
の
用
法
か
と
見
ら
れ
る
オ

　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

ホ
シ
な
い
し
オ
フ
シ
を
Ｘ
シ
と
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
た
ら
ぱ
例
外
か
と
見
ら

れ
る
も
の
に
属
す
る
が
、
そ
の
際
も
語
幹
の
用
法
の
例
だ
げ
で
あ
っ
て
、
次
の

ス
ガ
ス
ガ
シ
・
ア
ダ
ァ
ダ
シ
と
括
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
。
そ
れ
に
、

右
の
よ
う
に
は
と
ら
え
ず
（
注
＠
参
照
）
例
外
か
ら
除
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る

程
度
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ス
ガ
ス
ガ
シ
・
ア
ダ
ァ
ダ
シ
は
、
ス
ガ
シ
・
ア
ダ
シ
に
語
幹
の
用
法
か
と
見

ら
れ
る
例
し
か
た
く
、
右
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
の
オ
ホ
ホ
シ
も
含
め
て
、
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ず
し
も
積
極
的
に
Ｘ
シ
が
シ
ク
活
用
で
あ
る
と
見
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
ア

ダ
シ
は
、
ア
ダ
（
徒
）
と
ア
タ
シ
（
他
）
と
の
混
清
一
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、

形
容
詞
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
難
し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
も

の
で
、
ア
ダ
ァ
ダ
ツ
は
あ
る
い
は
ゆ
に
分
類
さ
れ
こ
れ
か
ら
除
か
れ
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
ヲ
サ
ヲ
サ
シ
・
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
・
モ
ノ
モ
ノ
シ
・
オ
ホ
ヤ
ヶ
オ
ホ

ヤ
ヶ
シ
に
っ
い
て
は
、
重
複
素
（
Ｘ
）
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、

重
複
素
で
あ
る
名
詞
（
Ｘ
）
が
接
尾
辞
シ
を
伴
い
シ
ク
活
用
形
容
詞
（
又
シ
）

を
構
成
す
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
別
個
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
た

わ
ち
、
Ｘ
↓
Ｘ
シ
（
ク
活
用
）
の
も
の
と
Ｙ
↓
Ｙ
シ
（
シ
ク
活
用
）
の
も
の
と

を
比
べ
て
み
た
場
合
に
、
前
者
は
、
例
え
ぱ
ナ
ガ
↓
ナ
ガ
シ
に
お
い
て
、
ナ
ガ

も
ナ
ガ
シ
も
情
態
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
例
え
ぱ
ヲ

サ
↓
ヲ
サ
シ
に
お
い
て
、
名
詞
ヲ
サ
の
属
性
を
抽
出
し
て
そ
れ
を
情
意
的
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

わ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
わ
す
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
前
者
は
彩
容
詞
の
語

幹
（
Ｙ
）
と
移
容
詞
（
Ｘ
シ
）
と
が
あ
た
か
も
一
体
的
で
あ
り
、
他
方
、
後
者

は
移
容
詞
（
Ｘ
シ
）
が
名
詞
（
Ｘ
）
か
ら
言
わ
ぱ
二
次
的
に
派
生
さ
れ
た
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
後
者
の
形
容
詞
（
Ｘ
ツ
）
は
、
ヲ
サ
シ
（
宇

津
保
物
語
）
、
オ
ト
ナ
シ
（
蜻
蛉
目
記
・
源
氏
物
語
な
ど
）
、
モ
ノ
シ
（
蜻
蛉
目

記
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
）
、
オ
ホ
ヤ
ケ
シ
（
枕
草
子
）
の
よ
う
に
、
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
上
代
の
用
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ぱ
、
Ｘ
↓
Ｘ
シ
（
ク
活
用
）

の
も
の
と
Ｘ
↓
Ｘ
シ
（
シ
ク
活
用
）
の
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
言
う
べ

く
、
Ｘ
↓
Ｘ
シ
（
シ
ク
活
用
）
の
経
路
は
Ｘ
↓
Ｘ
兄
↓
Ｘ
北
シ
の
経
路
と
は
別

に
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｘ
シ
（
シ
ク
活
用
）
↓
Ｘ
北
シ
の
よ
う
に

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
図
示
す
れ
ぱ
次
の
よ
う

に
た
ろ
う
。

　
　
ｘ
Ｉ
↓
ｘ
北

　
　
↑

　
　
　
”
｛
↑

　
　
　
　
　
ｘ
カ
シ

　
　
　
　
Ｘ
・
“

　
　
　
■

　
　
Ｘ
シ
（
シ
ク
活
用
）

　
さ
ら
に
ヶ
ヶ
シ
で
あ
る
が
、
先
に
は
後
述
す
る
と
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
っ

い
て
は
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
説
明
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
、
例
え
ぱ
『
大
言

　
　
　
　
　
　
　
ケ

海
』
の
よ
う
に
「
異
し
ヲ
重
ネ
タ
ル
語
ナ
リ
」
と
と
ら
え
る
限
り
、
例
外
に
な

る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
は
「
『
気
（
け
）
異

（
け
）
し
』
の
意
か
」
と
あ
っ
て
こ
れ
に
従
う
な
ら
ぽ
ヶ
ヶ
シ
は
重
複
彩
容
詞
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

の
も
の
か
ら
除
外
さ
れ
、
あ
る
い
は
『
目
本
国
語
大
辞
典
』
は
『
大
言
海
』
の

説
に
対
し
て
「
『
河
海
抄
』
『
仙
源
抄
』
で
、
「
賢
賢
」
「
堅
々
」
の
漢
字
を
あ
て

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
疑
問
が
残
る
。
」
と
し
て
い
て
こ
れ
を
敷
術
す
る
た

ら
ぱ
ヶ
シ
と
と
も
に
と
ら
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
例
外
に
は

属
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
残
る
は
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
右
に
見
て
き
た
よ
う
な

説
明
の
で
き
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
連
関
す
る
セ
バ

シ
・
セ
バ
セ
バ
シ
・
セ
ハ
シ
た
ど
と
と
も
に
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

二

　
重
複
形
容
詞
セ
ハ
セ
ハ
シ
は
、
そ
れ
に
対
す
る
単
独
彩
容
詞
セ
ハ
シ
が
ク
活

用
で
は
な
く
シ
ク
活
用
で
あ
る
点
で
、
特
異
た
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

セ
ハ
セ
ハ
シ
に
っ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
こ
れ
に
類
似
の
も
の
と
し
て
の

セ
バ
セ
バ
シ
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
考
え
な
い
訳
に
は
行
か
な
い
。
重
複
彩
容
詞

セ
バ
セ
バ
シ
は
、
こ
れ
に
対
す
る
単
独
彩
容
詞
セ
バ
シ
が
、
他
の
も
の
（
例
え

ぱ
、
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
に
対
す
る
ナ
ガ
シ
）
と
同
様
に
、
ク
活
用
の
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
重
複
彩
容
詞
セ
バ
セ
バ
シ
・
セ
ハ
セ
ハ
シ
に
っ
い
て
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
単
独
彬
容
詞
セ
バ
シ
・
セ
ハ
シ
に
も
ふ
れ
な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
。
た
お
、

第
一
節
で
は
上
代
・
中
古
の
範
囲
で
考
え
て
き
た
が
、
用
例
が
必
ず
し
も
多
く



な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
こ
の
節
で
は
範
囲
を
中
世
ま
で
広
げ
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
セ
バ
シ
は
ク
活
用
、
セ
ハ
シ
は
シ
ク
活
用
で
あ
り
、
別
稿
Ｈ
「
対
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

語
ヒ
ロ
シ
・
セ
バ
シ
と
そ
の
周
辺
」
・
ｏ
「
セ
ハ
シ
（
シ
ク
活
用
）
覚
書
」
で

ふ
れ
た
よ
う
に
、
セ
バ
シ
は
空
間
が
狭
く
余
裕
の
な
い
意
を
、
セ
ハ
シ
は
時
問

が
切
迫
し
て
余
裕
の
な
い
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
重

複
形
容
詞
セ
バ
セ
バ
シ
・
セ
ハ
セ
ハ
シ
は
と
も
に
シ
ク
活
用
の
も
の
で
あ
る
。

セ
バ
シ
と
セ
ハ
シ
と
は
清
濁
と
活
用
に
お
い
て
違
い
が
あ
り
彩
態
上
の
差
違
が

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
が
、
セ
パ
セ
バ
シ
と
セ
ハ
セ
ハ
ツ
と
は
と
も
に
シ
ク
活
用

で
あ
る
の
で
、
清
濁
が
明
ら
か
で
た
い
例
に
お
い
て
は
形
態
上
の
識
別
が
困
難

で
あ
る
。

　
辞
書
の
類
の
例
は
、
清
濁
は
明
ら
か
な
も
の
も
あ
る
が
、
意
味
の
点
で
は
必

ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
多
い
。

　
　
約
一
略
一
セ
一
く
シ
一
平
平
事
〇
一
一
略
一
（
名
義
抄
図
書
寮
本
）

　
　
約
一
略
一
セ
バ
〈
シ
一
平
平
○
○
〇
一
一
略
一
セ
一
く
シ
一
平
平
○
○
〇
一
一
略
一
（
同
観

　
　
　
智
院
本
）

　
　
セ
バ
く
シ

　
　
約
（
節
用
集
易
林
本
）

　
名
義
抄
図
書
寮
本
の
例
お
よ
び
同
観
智
院
本
の
後
老
の
例
は
清
音
の
例
と
見

ら
れ
、
同
観
智
院
本
の
前
者
の
例
お
よ
び
節
用
集
易
林
本
の
例
は
濁
音
の
例
と

見
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
色
葉
字
類
抄
・
伊
呂
波
字
類
抄
・
節
用
集
饅
頭
屋
本
・

　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

同
黒
本
本
な
ど
に
－
「
約
」
字
に
対
し
て
「
セ
ハ
〈
シ
」
な
ど
と
あ
る
げ
れ
ど

も
清
濁
は
明
ら
か
で
な
い
。
節
用
集
文
明
本
に
「
約
」
字
に
対
し
て
「
セ
ワ

く
シ
一
と
あ
る
の
は
セ
一
セ
一
シ
が
一
行
転
呼
し
た
例
と
見
ら
れ
る
。

　
右
の
他
の
セ
バ
セ
バ
ツ
・
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
用
例
を
、
清
濁
の
明
ら
か
で
た
い

も
の
も
含
め
て
、
意
味
の
上
で
仮
に
い
く
っ
か
に
分
類
し
て
次
に
挙
げ
て
み
る
。

　
ま
ず
、
セ
バ
セ
バ
シ
（
な
い
し
セ
バ
セ
バ
シ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
の
例
を

示
す
。

　
　
　
　
　
ノ
ネ
ヤ
　
　
　
ト
セ
ハ
く
シ

　
○
ｏ
房
－
中
　
小
々
、
　
　
（
遊
仙
窟
真
福
寺
本
）

　
　
　
道
狡
シ
ウ
テ
雨
方
カ
険
阻
テ
難
虜
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
（
史
記
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ガ
）

　
　
　
此
間
一
南
方
ノ
セ
一
く
シ
キ
夷
中
ノ
荒
魎
ノ
地
一
居
テ
ア
ル
カ
一
四

　
　
　
　
河
入
海
）

　
　
　
樂
天
一
厘
々
ト
セ
一
く
シ
ウ
メ
仙
佛
ヲ
分
別
メ
ニ
一
見
ル
ソ
一
同
一

　
こ
れ
ら
は
、
い
か
に
も
狭
い
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
史
記

抄
の
例
は
、
『
抄
物
資
物
集
成
』
の
「
史
記
抄
索
引
」
や
『
目
本
国
語
大
辞
典
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
従
っ
て
セ
バ
セ
バ
シ
と
訓
ん
で
お
く
。
四
河
入
海
の
後
者
の
例
は
、
い
か
に

も
こ
ま
ご
ま
と
し
て
い
る
意
か
と
思
わ
れ
る
が
、
狭
い
意
の
一
種
と
し
て
こ
こ

に
挙
げ
て
お
く
。

　
　
（
（
こ
と
は
）
）
　
（
（
リ
）
）

　
２
）
　
詞
、
約
（
リ
）
テ
一
一
下
欄
「
セ
ハ
〈
シ
」
ク
シ
テ
」
一
一
〔
而
〕
理
弘
シ
ト
難
（
モ
）
、

　
　
　
　
（
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
承
徳
三
年
点
・
築
島
裕
氏
釈
文
）

　
こ
れ
は
、
こ
と
ぱ
が
い
か
に
も
短
い
意
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
空
問
が
狭
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
の
構
成

意
に
引
き
比
べ
ら
れ
る
。

　
　
　
タ
ト
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ハ
く

　
ゆ
　
縦
ひ
高
位
に
昇
る
と
も
、
身
を
約
　
し
く
も
て
た
し
（
源
平
盛
衰
記
七

　
　
　
　
成
親
卿
流
罪
事
）

　
こ
れ
は
、
つ
っ
し
み
深
い
、
な
い
し
、
倹
約
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
先
に
挙
げ
た
名
義
抄
や
節
用
集
な
ど
の
「
約
」
字
の
項
に
は
セ
ハ
セ

ハ
シ
．
セ
バ
セ
バ
シ
な
ど
と
と
も
に
「
ツ
“
マ
ヤ
カ
」
の
訓
も
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
を
意
味
の
上
で
連
関
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
右
の

の
ｃ
カ
の
例
の
意
味
は
ほ
ぼ
ツ
ヅ
マ
ヤ
ヵ
の
表
わ
す
と
こ
ろ
に
相
当
す
る
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
広
々
ト
シ
テ
セ
一
く
シ
ウ
ナ
ケ
レ
一
人
カ
帰
服
ス
ル
ナ
リ
一
論
語
抄
一

　
　
　
く
ひ
ａ
§
９
己
９
き
５
昌
目
昌
昌
旨
◎
§
曽
罫
曽
罫
ま
×
｛
試
§
Ｓ
墨
１

　
　
　
　
■
彗
芦
（
天
草
本
金
句
集
）

　
こ
れ
ら
は
、
心
が
い
か
に
も
狭
い
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ｃ
Ｄ
～
↑
り
に
挙
げ

た
も
の
の
中
で
濁
音
の
確
例
は
天
草
本
金
句
集
の
例
の
み
で
あ
る
。

　
次
に
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
（
た
い
し
セ
ハ
セ
ハ
シ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
の
例
を

示
す
（
セ
ハ
セ
ハ
シ
が
ハ
行
転
呼
し
て
セ
ワ
セ
ワ
シ
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
も

の
を
含
め
て
示
す
）
。

　
旬
書
ル
ハ
、
蝉
モ
セ
ハ
〈
シ
ク
、
カ
シ
マ
シ
ク
、
鳴
ク
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、

　
　
　
　
（
中
華
若
木
詩
抄
上
新
涼
）

　
　
　
世
問
ノ
事
カ
諸
事
セ
ハ
〈
シ
ク
ナ
ル
程
二
（
四
河
入
海
）

　
　
　
肖
昌
賢
§
賢
ｄ
８
ざ
９
邑
８
吻
凹
墨
｛
着
Ｐ
戸
（
目
葡
辞
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
目
葡
辞
書
の
例
に
は
「
厄
介
な
事
、
煩
わ
し
い
事
が
次
第
に
増
し
て
行
く
。
」

　
　
　
　
　
　
ゆ

と
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
煩
わ
し
い
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含

め
て
、
い
か
に
も
忙
し
い
、
時
間
の
余
裕
の
た
い
意
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
ゆ
　
胸
襟
ノ
セ
ワ
〈
シ
キ
モ
ノ
ハ
カ
ウ
ハ
エ
云
マ
シ
キ
ソ
（
四
河
入
海
）

　
　
　
肖
ｇ
翼
ｇ
黛
＾
津
９
（
日
葡
辞
書
）

　
目
葡
辞
書
の
例
に
は
「
し
み
っ
た
れ
で
こ
せ
こ
せ
し
て
お
り
、
そ
の
態
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
や
ら
し
い
人
。
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
心
に
余
裕
の
な
い
意
を

表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
セ
バ
セ
バ
シ
↑
ｏ
と
セ
ハ
セ
ハ
シ
ゆ
と
は
そ
の
表
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ

の
意
味
は
は
ぽ
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
↑
ｏ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
ゆ
と
も
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ガ
）

　
　
婦
カ
セ
一
く
シ
ケ
レ
一
夫
ノ
心
モ
ワ
ル
イ
カ
一
四
河
入
海
一

　
セ
バ
セ
バ
シ
と
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
意
味
は
右
の
よ
う
で
一
部
重
な
る
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
セ
バ
セ
バ
シ
は
セ
バ
シ
と
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
は
セ
ハ
シ
と

意
味
の
連
関
性
が
強
い
と
す
る
な
ら
ぱ
、
セ
バ
セ
バ
シ
は
空
問
が
狭
く
余
裕
の

な
い
意
を
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
は
時
問
が
切
迫
し
て
余
裕
の
な
い
意
を
表
わ
す
こ
と

に
傾
向
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
右
の
用
例
を
改
め

て
見
て
み
る
と
、
セ
バ
セ
バ
シ
は
０
Ｄ
（
な
い
し
の
）
の
意
味
が
、
セ
ハ
セ
ハ
シ

は
旬
の
意
味
が
中
心
的
な
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
↑
ｏ



と
は
ゆ
と
ほ
ぽ
意
味
の
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
↑
ｏ
は
緒
神
的
な
空
間

の
余
裕
の
な
い
こ
と
に
っ
い
て
、
ゆ
は
精
神
的
な
時
間
の
余
裕
の
な
い
こ
と
に
ー

っ
い
て
言
う
も
の
と
し
て
あ
り
、
空
間
に
っ
い
て
で
あ
れ
時
間
に
っ
い
て
で
あ

れ
精
神
的
内
面
に
お
げ
る
余
裕
の
な
さ
は
裁
然
と
区
別
で
き
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
意
味
の
点
に
つ
い
て
は
セ
バ
セ
バ
シ
と
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
区
別
は

必
ず
し
も
明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
ｃ
り
は
精
神

的
た
意
味
を
持
ち
っ
っ
依
然
と
し
て
空
問
を
表
わ
す
と
こ
ろ
の
見
ら
れ
る
も
の

で
、
０
Ｄ
と
↑
ｏ
と
の
中
問
的
た
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
０
Ｄ
（
た
い
し

の
）
の
意
昧
に
代
表
さ
れ
る
セ
バ
セ
バ
シ
と
伺
の
意
味
に
代
表
さ
れ
る
セ
ハ
セ

ハ
シ
と
は
、
そ
の
表
わ
す
と
こ
ろ
の
異
た
り
を
持
ち
っ
っ
も
、
セ
バ
シ
と
セ
ハ

シ
の
意
味
の
共
通
性
と
同
様
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
も
の
と
言
わ
た
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
セ
ハ
セ
ハ
シ
を
重
複
彬
容
詞
と
し
て
敢
り
扱
っ
て
き

た
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
ょ
い
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
点
に
っ
い
て
再
検
討
し
な

げ
れ
ぱ
た
る
ま
い
。

第
一
節
倒
似
に
挙
げ
た
重
複
形
容
詞
は
、
単
独
彩
容
詞
が
ク
活
用
の
も
の
は
、

重
複
素
（
ｘ
）
が
形
容
詞
の
語
幹
の
用
法
と
呼
ぱ
れ
る
用
法
を
持
ち
、
同
じ
く

シ
ク
活
用
の
も
の
も
、
シ
を
含
ま
な
い
の
で
語
幹
の
用
法
と
は
呼
ぽ
れ
な
い
が

ほ
ぽ
同
様
の
用
法
に
立
っ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
で
唯
一
セ
ハ
セ

ハ
シ
の
重
複
素
セ
ハ
は
、
そ
の
重
複
の
例
を
除
い
て
、
そ
の
よ
う
た
用
法
に
一

　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

切
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
例
え
ぱ
、
重
複
移
容
詞
セ
バ
セ
バ
シ
の
重
複
素
セ
バ
は
、
こ
れ
は
単
独
彩
容

詞
セ
バ
シ
の
語
幹
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
ミ
語
法
に
立
っ
た
り
、
接
尾
辞
ゲ
・

ム
を
伴
っ
て
前
者
は
名
詞
に
、
後
者
は
動
詞
に
あ
ら
わ
れ
た
（
別
稿
Ｈ
）
。
他

に
、
　
セ
バ
サ
「
ほ
ど
も
な
き
せ
ぽ
さ
な
れ
ぱ
」
（
枕
草
子
）
の
よ
う
に
接
尾

辞
サ
を
伴
う
例
や
、
セ
バ
ヂ
（
狭
路
）
「
わ
き
も
こ
か
せ
は
ち
に
ち
か
ふ
移
香

の
」
（
従
三
位
頼
政
卿
集
）
な
ど
名
詞
を
伴
い
複
合
名
詞
を
構
成
す
る
例
も
あ

る
。　

こ
れ
に
対
し
て
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
重
複
素
と
見
ら
れ
て
き
た
セ
ハ
は
、
そ
の

重
複
の
例
を
除
い
て
右
の
よ
う
な
用
法
に
立
つ
こ
と
は
た
く
、
右
の
よ
う
な
用

法
に
立
つ
の
は
セ
ハ
で
は
な
く
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
と
し
て
の
セ
ハ
シ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

あ
り
、
セ
ハ
シ
サ
「
■
９
買
オ
Ｐ
」
（
目
葡
辞
書
）
や
、
い
わ
ゆ
る
「
甚
し
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
い
管
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ

と
る
ナ
シ
型
の
セ
ハ
シ
ナ
シ
「
草
の
庵
の
せ
は
し
た
き
、
旅
殊
の
床
ぞ
物
う
き

く
一
一
謡
曲
安
達
原
一
警
の
例
が
あ
る
。

　
従
っ
て
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
か
ら
重
複
素
セ
ハ
を
抽
出
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
も
の
の
、
そ
の
セ
ハ
を
重
複
し
て
重
複
移
容
詞
セ
ハ
セ
ハ
シ
を
構
成
す
る
と

い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
は
些
か
疑
間
が
あ
る
と
言
わ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

こ
の
疑
間
に
、
第
一
節
で
見
た
よ
う
な
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
特
異
性
を
合
わ
せ
考
え

る
と
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
に
っ
い
て
は
他
の
重
複
形
容
詞
と
別
の
と
ら
え
方
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
の
構
成

　
別
の
と
ら
え
方
と
は
、
セ
ハ
シ
ー
セ
ハ
セ
ハ
シ
だ
げ
で
考
え
る
の
で
は
次
く
、

セ
バ
シ
ー
セ
バ
セ
バ
シ
と
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
セ
ハ
セ

ハ
シ
を
セ
ハ
の
重
複
と
す
る
よ
り
も
、
セ
バ
セ
バ
シ
の
子
音
交
替
と
と
ら
え
る

の
で
あ
る
。
セ
バ
シ
と
セ
バ
セ
バ
シ
と
の
関
係
は
現
象
上
セ
バ
シ
↓
セ
バ
セ
バ

シ
と
と
ら
え
ら
れ
、
セ
バ
シ
↓
セ
ハ
シ
は
バ
行
－
ハ
行
の
子
音
交
替
と
し
て
、

同
様
に
セ
バ
セ
バ
シ
↓
セ
ハ
セ
ハ
シ
も
子
音
交
替
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ぱ
、

い
く
つ
か
疑
間
の
あ
る
現
象
上
の
セ
ハ
シ
ｉ
・
セ
ハ
セ
ハ
シ
を
考
え
な
く
て
も
よ

い
訳
で
あ
る
。
セ
バ
セ
バ
シ
と
セ
ハ
セ
ハ
シ
と
の
意
味
の
共
通
性
を
改
め
て
想

起
し
た
い
。
図
示
す
る
た
ら
ぱ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
セ
バ
シ
…
…
・
・
…
〉
セ
バ
セ
バ
シ

　
　
　
↑
　
　
　
　
　
↑

　
　
セ
ハ
シ
ー
－
－
・
Ｘ
…
〉
セ
ハ
セ
ハ
シ

　
と
こ
ろ
で
、
残
念
た
が
ら
右
の
考
え
方
に
は
一
っ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

先
の
の
博
い
の
範
囲
に
は
見
当
た
ら
次
い
が
時
代
を
下
る
と
セ
ハ
セ
ハ
の
例
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
芝
を
お
し
ゃ
る
ぞ
せ
は
く
と
一
閑
吟
集
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
Ｈ
ｇ
翼
ｇ
ｐ
ト
§
ミ
｝
・
（
目
葡
辞
書
・
補
遺
）

　
セ
バ
シ
↓
セ
ハ
シ
、
セ
バ
セ
バ
シ
↓
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
子
音
交
替
な
ら
ぱ
、
同

様
に
セ
バ
セ
バ
↓
セ
ハ
セ
ハ
と
考
え
れ
ぱ
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
セ
バ
セ

バ
の
例
が
見
当
た
ら
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
倒
ｏ
の
よ
う
な
重
複
形
容
詞
か
ら
類
推
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

て
セ
ハ
セ
ハ
が
生
じ
た
の
で
は
た
い
か
と
考
え
て
い
る
。
類
推
と
い
う
の
は
些

か
安
易
た
考
え
方
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
セ
ハ
セ
ハ
の
例
が
時
代
を
下
る
こ
と

も
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
現
象
上
の
セ
バ
ー
・
ル
セ
バ
セ
バ

シ
に
お
け
る
セ
バ
↓
（
セ
バ
セ
バ
）
↓
セ
バ
セ
バ
シ
の
顕
在
化
し
て
い
た
い
セ
バ

セ
バ
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
推
さ
れ
る
根
拠
も
ま
た
考
え
や
す
い
の
で

は
次
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三

　
こ
れ
ま
で
に
重
複
彩
容
詞
に
対
す
る
単
独
移
容
詞
は
ク
活
用
の
も
の
が
基
本

で
あ
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
き
た
。
単
独
形
容
詞
が
シ
ク
活
用
の
も
の

は
、
重
複
素
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
シ
ク
活
用
の
単
独
捗

容
詞
を
二
次
的
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
よ
う
に
セ
バ
セ
バ
シ
の
子
音
交
替
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。　

さ
て
、
こ
れ
ら
重
複
形
容
詞
と
前
稿
ｏ
に
見
た
重
複
動
詞
（
注
　
参
照
）
と

　
　
　
　
　
ゆ

を
比
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
重
複
動
詞
は
、
重
複
素
が
一
音
節
の
も
の
（
例
、
ト
ド
ム
）
と
、
縮
重
複
や

　
　
　
　
　
　
＠

一
部
重
複
の
も
の
と
し
て
の
重
複
素
が
二
音
節
の
も
の
（
例
、
イ
ス
ス
ク
、
ツ

ラ
ラ
ク
）
し
か
な
か
っ
た
（
前
稿
ｏ
・
嘗
参
照
）
が
、
重
複
秒
容
詞
は
、
重
複

索
が
一
音
節
の
も
の
（
例
、
ユ
ユ
シ
）
、
二
音
節
の
も
の
（
例
、
ナ
ガ
ナ
ガ
シ
）



に
と
ど
ま
ら
ず
三
音
節
の
も
の
（
例
、
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
）
、
四
音
節
の
も
の

（
例
、
オ
ホ
ヤ
ケ
ォ
ホ
ヤ
ケ
シ
）
ま
で
あ
る
。
縮
重
複
や
一
部
重
複
の
重
複
形

　
ゆ

容
詞
は
、
重
複
素
が
二
音
節
の
縮
重
複
の
も
の
に
－
例
が
あ
る
（
例
、
イ
ト
ド
シ
）

が
、
一
部
重
複
の
も
の
に
は
Ｇ
Ｏ
ｏ
い
の
範
囲
に
お
い
て
は
例
が
見
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
重
複
素
の
末
音
節
に
つ
い
て
見
る
と
、
重
複
動
詞
で
は
基
本
的
に
ア

列
・
ウ
列
・
オ
列
で
あ
っ
た
（
前
稿
ｏ
）
が
、
重
複
形
容
詞
で
は
と
り
わ
げ
第

一
節
ゆ
の
よ
う
に
イ
列
・
エ
列
の
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
重
複
素
が
名
詞
や

動
詞
（
連
用
彩
）
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
動
詞
の
構
成
と
形
容
詞
の
構
成
と
の
差
、
す
な
わ
ち
、
動
詞

に
お
げ
る
語
幹
と
語
尾
と
の
緊
密
度
と
形
容
詞
に
お
け
る
そ
れ
と
の
差
を
表
わ

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
前
老
に
比
べ
て
緊
密
度
が
緩
く
、
三
・
四
音
節
の

も
の
や
、
名
詞
や
動
詞
（
連
用
形
）
の
も
の
が
多
い
末
音
節
が
イ
列
・
ユ
列
の

も
の
を
、
重
複
秒
容
詞
の
構
成
要
素
（
重
複
素
）
と
な
し
う
る
の
で
は
な
い
か
、

重
複
彩
容
詞
の
構
成
力
は
そ
の
よ
う
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
Ｏ
・
九
）

注
¢
　
萬
葉
８
６
（
宕
違
．
旨
）

　
◎
　
親
和
国
文
１
０
（
宕
葛
．
Ｎ
）

　
　
　
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語
－
上
代
（
Ｈ
彗
。
◎
・
。
◎
角
川
書
店
）

＠
　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
稿
ｏ
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
重
複
し
て
動
詞

　
　
化
接
尾
辞
を
伴
い
動
詞
を
構
成
し
た
も
の
（
例
、
ト
ド
ム
）
を
重
複
動
詞
と
、
ま

　
　
た
、
そ
れ
に
対
し
て
重
複
索
が
単
独
で
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴
い
動
詞
を
構
成
し
た

重
複
形
容
詞
の
構
成

　
も
の
（
例
、
ト
ム
）
を
仮
に
単
独
動
詞
と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
に
た
ろ
う
。

◎
　
川
端
善
明
氏
『
活
用
の
研
究
１
』
（
岩
お
・
ト
。
大
修
館
書
店
）
第
二
部
第
五
章

　
第
一
節

◎
　
こ
の
よ
う
な
基
準
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ル
ブ
ル
シ
（
枕
草
子
）
・
ヨ
ソ
ヨ

　
ソ
シ
（
狭
衣
物
語
）
・
ワ
ザ
ワ
ザ
シ
（
蜻
蛉
日
記
な
ど
）
等
は
挙
げ
な
い
こ
と
と
な

　
っ
た
。
な
お
、
付
記
参
照
。

＠
　
ス
ガ
ス
ガ
シ
は
ス
ガ
シ
（
ｘ
シ
）
の
例
が
語
幹
の
用
法
の
例
（
ス
ガ
シ
女
）
の

　
も
の
、
ヲ
サ
ヲ
サ
シ
は
ヲ
サ
シ
（
ｘ
シ
）
の
例
が
宇
津
保
物
語
に
。
あ
る
も
の
、
モ

　
ノ
モ
ノ
シ
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
少
異
な
る
も
の
な
が
ら
モ
ノ
モ
ノ
（
Ｘ
劣
）

　
の
例
が
東
大
寺
諏
謂
文
稿
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
カ
マ
カ
マ
シ
は
、
カ
マ
シ
（
ｘ

　
シ
）
が
、
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例
が
見
当
た
ら
ず
ク
活
用
か
ツ
ク
活
用
か
問
題
の

　
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ク
活
用
彩
容
詞
の
語
幹
の
用
法
と
見
ら
れ
る
ア
ナ
カ
マ
の

　
例
か
ら
ク
活
用
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
岩
波
古
語
辞
典
』
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の

引
く
と
こ
ろ
の
「
さ
ま
ぐ
耳
か
ま
し
き
ま
で
の
御
祈
り
ど
も
一
一
発
物
語
一

　
の
例
は
シ
ク
活
用
で
あ
る
が
、
「
明
ミ
カ
マ
シ
」
（
色
葉
字
類
抄
黒
川
本
）
の
例
と
合
わ

　
せ
考
え
る
と
必
ず
し
も
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例
と
は
言
い
難
い
か
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
ア
ダ
ア
ダ
シ
は
ア
ダ
シ
（
Ｘ
シ
）
の
例
が
語
幹
の
用
法
の
例
（
ア
ダ
シ
野
な
ど
）

　
の
も
の
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
は
セ
ハ
シ
（
ｘ
シ
）
の
例
が
堀
河
百
首
に
あ
る
も
の
、
オ

　
ホ
ヤ
ケ
オ
ホ
ヤ
ケ
シ
は
オ
ホ
ヤ
ケ
シ
（
Ｘ
シ
）
の
例
が
枕
草
子
に
あ
る
も
の
で
あ

　
る
。
オ
ホ
ホ
シ
は
、
そ
の
清
濁
が
明
確
で
は
な
く
、
オ
ボ
ホ
シ
・
オ
ボ
ボ
シ
な
ど

　
と
す
る
説
も
あ
り
、
オ
ボ
（
騰
）
と
と
も
に
と
ら
え
る
た
ら
ぱ
ゆ
に
分
類
さ
れ
、

　
オ
ホ
（
多
）
と
と
も
に
と
ら
え
る
た
ら
ば
ク
活
用
彩
容
詞
オ
ホ
シ
（
多
）
を
ｘ
シ

　
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
オ
ホ
（
多
）
と
連
関
し
つ
つ
も
オ
ホ
（
凡
）
と
と
も

　
に
と
ら
え
る
な
ら
ぱ
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
の
用
法
か
と
見
ら
れ
る
オ
ホ
シ
な

い
し
オ
フ
シ
「
凡
海
鶏
之
一
一
和
名
抄
高
山
寺
本
一
隻
シ
と
す
る
も
の
と
望

　
ら
れ
る
。

六
五



重
複
形
容
詞
の
構
成

◎
　
シ
ラ
ジ
ラ
シ
は
シ
ラ
ジ
ラ
（
ｘ
”
）
の
例
が
今
昔
物
語
集
に
あ
る
も
の
、
コ
ト
ゴ

　
ト
シ
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
少
異
な
る
も
の
な
が
ら
コ
ト
ゴ
ト
（
ｘ
ガ
）
の
例
が

　
東
大
寺
誠
謂
文
稿
に
あ
る
も
の
、
ワ
キ
ワ
キ
シ
は
ワ
キ
ワ
キ
（
ｘ
グ
）
の
例
が
野

　
明
紀
北
野
本
に
あ
る
も
の
、
ホ
レ
ボ
レ
シ
は
ホ
レ
ボ
レ
（
ｘ
北
）
の
例
が
夜
の
寝
覚

　
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ユ
ヱ
ユ
ヱ
シ
は
ユ
ヱ
ユ
ヱ
（
Ｘ
北
）
の
例
に
つ
い
て
『
源
氏

　
物
語
大
成
索
引
篇
』
が
「
誤
写
ヲ
疑
ヒ
得
ル
用
例
」
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

＠
回
の
ス
ガ
ス
ガ
シ
と
側
の
ソ
ガ
ソ
ガ
シ
、
側
の
ヵ
ル
ガ
ル
シ
と
ヵ
ロ
ガ
ロ
シ
、

　
側
の
ウ
ヤ
ウ
ヤ
シ
と
ヰ
ヤ
ヰ
ヤ
シ
、
タ
ヅ
タ
ヅ
シ
と
タ
ド
タ
ド
シ
は
そ
れ
ぞ
れ
母

　
音
交
替
の
関
係
に
あ
り
、
ま
た
側
の
サ
ウ
ザ
ウ
シ
は
サ
ク
サ
ク
シ
の
ウ
音
便
、
タ

　
ィ
ダ
ィ
シ
は
タ
ギ
タ
ギ
シ
の
イ
音
便
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
ら

　
を
一
つ
に
数
え
れ
ぱ
、
岬
は
１
４
例
、
側
は
４
８
例
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
・
、
シ
ヨ
ト

＠
　
ワ
キ
ワ
キ
シ
の
イ
音
便
と
考
え
ら
れ
る
ワ
イ
ワ
イ
シ
の
例
が
「
亦
有
辮
　
才
。
」

　
（
推
古
紀
舟
四
年
岩
崎
本
）
な
ど
日
本
書
紀
古
訓
に
あ
る
が
、
必
ず
し
も
上
代
の

　
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

＠
　
重
複
素
が
名
詞
の
も
の
と
し
て
、
ヨ
シ
ョ
シ
シ
・
カ
ヒ
ガ
ヒ
シ
・
ナ
サ
ケ
ナ
サ

　
ケ
シ
．
ク
セ
グ
セ
シ
・
ム
ネ
ム
ネ
シ
・
メ
メ
シ
、
同
じ
く
動
詞
（
連
用
形
）
の
も

　
の
と
し
て
、
ス
キ
ズ
キ
シ
・
ツ
キ
ヅ
キ
シ
・
カ
ケ
ヵ
ケ
シ
・
ホ
ケ
ホ
ケ
シ
・
ハ
ェ

　
バ
ェ
シ
・
ナ
レ
ナ
レ
シ
・
ハ
レ
バ
レ
シ
・
オ
レ
オ
レ
シ
・
シ
レ
ジ
レ
シ
が
あ
る
。

＠
　
北
原
保
雄
氏
「
形
容
詞
の
ウ
音
便
　
　
そ
の
分
布
か
ら
成
立
の
過
程
を
さ
ぐ
る

　
ー
」
国
語
国
文
３
６
１
８
（
岩
零
・
◎
。
）
・
「
移
容
詞
『
ヒ
キ
シ
』
孜
－
形
容
動

　
詞
『
ヒ
キ
ナ
リ
』
の
確
認
　
　
」
同
３
７
１
５
（
－
８
◎
。
・
閉
）
・
「
移
容
詞
の
語
音
構

　
造
」
姉
鯛
諜
鈷
国
語
学
論
集
（
岩
葛
・
心
勉
誠
杜
）

＠　
工
藤
力
男
氏
「
古
代
形
容
詞
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の
問
題
　
　
ス
ミ
ノ
エ
と

ス
、
・
・
ヨ
シ
を
め
ぐ
っ
て
１
」
萬
葉
９
０
（
宕
葛
・
冒
）
・
「
中
世
彩
容
詞
の
終
焉
」

論
集
日
本
文
学
・
目
本
語
３
中
世
（
宕
べ
◎
。
・
ｏ
角
川
書
店
）
、
北
原
氏
「
形
容
詞

の
語
音
構
造
」
（
前
掲
）

＠

六
六

　
サ
ウ
ザ
ウ
シ
は
、
以
前
に
は
「
さ
び
さ
び
し
の
音
便
」
（
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
。

『
大
辞
典
』
『
源
氏
物
語
辞
典
』
な
ど
も
同
様
。
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
山
田
孝
雄

氏
が
新
撰
字
鏡
の
サ
ク
サ
ク
シ
の
例
を
示
し
そ
の
音
便
と
し
て
以
来
こ
れ
が
通
説

と
な
っ
て
い
る
。
仮
に
サ
ビ
サ
ビ
シ
説
に
よ
る
な
ら
ぱ
、
ｘ
シ
（
サ
ビ
シ
）
が
シ

ク
活
用
の
も
の
に
属
す
る
こ
と
に
恋
る
が
、
サ
ビ
サ
ビ
シ
説
は
既
に
斥
げ
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
ｘ
シ
が
シ
ク
活
用
の
も
の
は
あ
り
に
く
く
、

そ
の
面
か
ら
も
サ
ビ
サ
ビ
シ
説
は
成
り
立
ち
難
い
か
と
思
う
。
な
お
、
サ
ウ
ザ
ウ

　
シ
な
い
し
サ
ク
サ
ク
シ
が
和
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
原
田
芳
起
氏
『
解
憎
文

　
学
語
彙
の
研
究
』
に
詳
し
い
。

＠
　
ス
ガ
シ
・
ア
ダ
シ
に
語
幹
の
用
法
か
と
見
ら
れ
る
例
し
か
た
い
こ
と
に
っ
い
て

　
は
川
端
氏
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
（
注
◎
に
同
じ
）
。

＠
　
他
に
、
上
代
・
中
古
に
も
用
例
が
見
ら
れ
ず
中
世
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

　
先
に
は
ゆ
に
分
類
し
た
ハ
カ
バ
カ
シ
に
対
す
る
ハ
カ
シ
（
史
記
抄
）
、
ナ
サ
ケ
ナ

　
サ
ケ
シ
に
対
す
る
ナ
サ
ケ
シ
（
御
伽
草
子
福
富
長
老
物
語
）
、
マ
メ
マ
メ
シ
に
対

　
す
る
プ
メ
シ
（
増
鏡
・
中
華
若
木
詩
抄
・
目
葡
辞
書
）
の
例
が
あ
る
。
た
お
、
マ

　
メ
シ
の
例
が
中
華
若
木
詩
抄
・
目
葡
辞
書
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
喜
代

　
治
氏
「
近
代
の
語
彙
　
」
講
座
国
語
史
３
語
彙
史
（
宕
胃
・
り
大
修
館
書
店
）
に

　
指
摘
が
あ
る
。

＠
　
萬
葉
脳
（
－
竃
◎
・
べ
）

＠
親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
１
４
（
宕
。
。
一
・
心
）

ゆ
　
こ
の
他
に
シ
ク
活
用
の
セ
バ
シ
と
説
か
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
っ
い
て

　
は
別
稿
ｏ
で
述
べ
た
。

ゆ
柳
田
征
罠
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
京
大
本
に
「
セ
一
く
一
の
振
り
仮
名
が

　
付
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
　
『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
は
こ
れ
を
古
活
字
本
か
ら
セ
ハ
セ
ハ
シ
の
例
と
し
て
引

　
く
が
、
小
林
賢
次
氏
「
清
原
宣
賢
系
論
語
抄
に
つ
い
て
　
　
書
陵
部
蔵
『
魯
論



抄
』
の
本
文
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
近
代
語
研
究
５
（
岩
ミ
・
。
。
武
蔵
野
書

院
一
に
よ
れ
ぱ
、
書
陵
部
本
に
は
「
セ
一
く
シ
ウ
一
、
足
利
本
に
は
「
セ
マ
く

　
シ
フ
」
と
あ
っ
て
、
足
利
本
の
例
と
の
関
係
や
「
広
々
ト
シ
テ
」
と
の
関
係
を
考

　
え
る
と
、
セ
バ
セ
バ
シ
の
例
と
す
ぺ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
訳
に
よ
る
。
な
お
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
に
も
同

　
じ
例
文
が
あ
り
「
客
物
語
」
（
◎
己
｝
２
く
◎
昌
胴
・
）
と
出
典
の
注
記
が
あ
る
。

ゆ
　
『
邦
訳
目
葡
辞
書
』
の
訳
に
よ
る
。

＠
　
こ
の
他
に
、
ｍ
～
働
に
分
類
し
に
く
い
も
の
と
し
て

　
　
　
隆
一
餐
ソ
セ
ワ
く
ツ
キ
ヲ
云
ソ
一
四
河
入
海
一

　
　
　
　
　
ズ
汐
７
“
７
く
シ
ウ
セ
７
ノ
レ
ワ
　
午
ソ
ズ
ヒ
ト
ノ
ス
ル
，
ヒ
７

　
　
　
（
君
）
不
レ
約
レ
　
己
而
禁
二
人
為
７
非
（
節
用
集
文
明
本
）

　
の
よ
う
た
例
が
あ
り
、
セ
ハ
セ
ハ
シ
が
ハ
行
転
呼
し
た
例
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
前

　
者
は
セ
バ
セ
バ
シ
の
…
と
、
後
者
は
同
じ
く
倒
と
ほ
ぽ
同
様
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

＠
　
西
宮
一
民
氏
「
い
わ
ゆ
る
『
甚
し
』
に
つ
い
て
」
論
集
日
本
文
学
．
目
本
語
－

　
上
代
（
宕
轟
・
。
・
角
川
書
店
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
甚
し
」
を
と
ら
な
い
形
容
詞
と
と
る
形
容
詞
と
が
対
応
を
持

　
つ
も
の
は
、
ア
ラ
ケ
シ
ー
ア
ラ
ケ
ナ
シ
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
ー
ウ
シ
ロ
メ
タ
ナ
シ
の

　
よ
う
に
ク
活
用
彩
容
詞
で
あ
る
前
者
の
語
幹
に
ナ
シ
が
っ
い
て
後
者
が
構
成
さ
れ

　
て
お
り
、
同
様
に
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
セ
ハ
シ
に
ナ
シ
が
っ
い
て
セ
ハ
シ
ナ

　
シ
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ゆ
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
に
も
副
詞
の
例
と
し
て
　
「
崇
§
曽
§
」
が
挙
げ
ら

　
れ
て
い
る
。

＠
　
こ
こ
に
重
複
彩
容
詞
・
重
複
動
詞
に
対
比
さ
れ
る
べ
き
重
複
名
詞
を
考
え
る
必

　
要
が
生
じ
よ
う
。
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
サ
サ
ナ
、
、
、
．
ツ
ラ
ツ
ラ
ツ
バ
キ

　
の
よ
う
に
名
詞
を
伴
い
複
合
名
詞
を
構
成
す
る
も
の
（
前
稿
Ｈ
・
ｏ
）
や
、
こ
れ

　
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
縮
重
複
な
い
し
一
部
重
複
の
ア
ラ
ラ
マ
ツ

　
バ
ラ
（
前
稿
嘗
）
が
あ
り
、
ま
た
、
モ
ロ
モ
ロ
の
よ
う
に
独
立
し
て
名
詞
に
あ
ら

重
複
形
容
詞
の
構
成

　
　
わ
れ
る
も
の
（
前
稿
Ｈ
）
や
、
こ
れ
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
縮
重
複

　
　
の
ウ
ツ
ツ
（
前
稿
Ｈ
・
員
）
お
よ
び
一
部
重
複
の
キ
ラ
ラ
（
前
稿
臼
）
た
ど
が
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
は
例
が
多
く
た
く
未
だ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
る
が
、
重
複
名
詞
を
な
ん
ら
か
の
形
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
、
重
複
名
詞
・
重
複

　
　
動
詞
・
重
複
形
容
詞
を
と
も
に
考
え
て
行
く
方
向
性
は
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ゆ
　
そ
れ
ぞ
れ
縮
重
複
動
詞
、
一
部
重
複
動
詞
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ゆ
　
そ
れ
ぞ
れ
縮
重
複
形
容
詞
、
一
部
重
複
形
容
詞
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
付
記
）
Ｇ
○
繍
の
範
囲
以
外
で
他
に
気
づ
い
た
重
複
形
容
詞
と
し
て
、
ヤ
ム
ヤ
ム
シ

　
　
　
一
東
大
寺
藷
文
稿
一
・
ワ
イ
ワ
イ
ン
一
認
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
・
推
古

　
　
　
紀
岩
崎
本
）
・
モ
チ
モ
チ
シ
（
翫
鰐
劔
金
剛
波
若
経
集
験
記
）
・
ツ
ギ
テ
ツ
ギ
テ

　
　
　
シ
（
束
大
寺
調
諦
文
稿
）
・
カ
ヘ
カ
ヘ
シ
（
推
古
紀
岩
崎
本
）
・
リ
ャ
ウ
リ
ャ
ウ

　
　
　
ジ
（
宇
津
保
物
語
・
枕
草
子
）
の
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
ま
た
、
同
じ
く
の
鴻
の
範
囲
以
外
の
も
の
と
し
て
、
一
九
八
一
年
五
月
二

　
　
　
四
日
国
語
学
会
に
お
け
る
東
郷
吉
男
氏
の
研
究
発
表
「
中
古
に
お
け
る
語
幹
重

　
　
　
複
型
の
形
容
詞
に
つ
い
て
」
の
当
日
配
布
の
「
資
料
」
に
よ
る
と
、
ノ
ロ
ノ
回

　
　
　
シ
（
夜
の
寝
覚
・
栄
花
物
語
）
・
ナ
マ
ナ
マ
シ
（
大
和
物
語
）
．
ア
リ
ア
リ
シ

　
　
　
（
宇
津
保
物
語
）
・
サ
サ
シ
（
栄
花
物
語
）
・
サ
マ
ザ
マ
シ
（
大
鏡
）
・
サ
メ
ザ

　
　
　
メ
シ
（
夜
の
寝
覚
）
・
チ
カ
ラ
ヂ
カ
ラ
シ
（
落
窪
物
語
）
・
ト
ガ
ト
ガ
シ
（
堤
中

　
　
　
納
言
物
語
）
・
ニ
ブ
ニ
ブ
シ
（
狭
衣
物
語
）
・
ソ
ロ
ソ
ロ
シ
（
宇
津
保
物
語
）
．

　
　
　
キ
ラ
ラ
シ
一
霧
鍛
学
蘇
悉
地
掲
羅
経
承
保
一
兀
年
点
一
・
シ
ブ
シ
ブ
シ
一
灘
妙

　
　
　
法
蓮
華
経
平
安
後
期
点
）
の
例
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
さ
ら
に
、
東
郷
氏
当
日
配
布
の
「
資
料
」
に
よ
っ
て
名
義
抄
観
智
院
本
の
ム

　
　
　
ヤ
・
ム
シ
の
例
は
ヤ
ム
ヤ
ム
シ
の
誤
り
か
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
す

　
　
　
る
た
ら
ぱ
、
ヤ
ム
ヤ
ム
シ
は
↑
○
繍
の
範
囲
に
入
り
、
ゆ
の
例
に
加
え
ら
れ
る

　
　
　
こ
と
に
た
る
。
ま
た
、
キ
ラ
ラ
シ
の
例
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｇ
○
鴻
の
範

　
　
　
囲
以
外
で
は
一
部
重
複
形
容
詞
の
例
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

六
七
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